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川修作やリチャード・セラの作品のように人間の身体と強く交わる構造を持ち、体勢と視覚が不安定な関係
を保って体験を促す作品などは、床面の映像全体の把握が四角錐の基礎辺となる柱によって妨げられ、映像
の視認に不安定な体勢を装置から要求されることもその繋がりと考えられる。以上より、宮坂が考える「鑑
賞」から美学的な「観照」への転換される作品サンプルと提出作品との間には「反転」というキーワードを
もとにして関連性を見いだす事が出来るため、作品と論文の間に生じた隙間を補完していると考えられる。 
口述試問で宮坂が言及していたが、提出作品には、美術作品として残されていく映像アーカイブの未来の
展示方法の危うさを指摘しようと考えていたようだ。今回の作品で、宮坂はこの構造体から投射する映像を
世界の様々なアーティストに協力を依頼し、提供してもらっている。なぜ協力を依頼したのかという理由に
ついては、美術作品の多くはインストラクションが残されているのだが、将来的に映像作品の場合、それら
の指示書が無視されて（間違えて）公開されてしまうかもしれないと仮定したためだ。そこで宮坂は自作の
統一した投射システムは、多くの映像が一様にアーカイブ的にフラットに扱われていく可能性を含んでいる。
つまり、この建築的構造体は作品として単体で強い自立性を持っているのではなく、他者の作品を取り込む
ことで自立しはじめ、構造と図像の主従関係を反転させる契機となる「機能」をもつ装置として考えること
が出来るだろう。その「機能」とは、ルビンの盃の黒と白の境界線のようなものだ。宮坂の過去の作品に見
られる物理的ネガとポジの反転を超えて、今作品は「観照」という言葉をキーワードに美術の映像作品の保
存や展示方法の価値の反転まで捉えようと試みたことは評価できる。作者の主観性を排除し、映像作品がた
だ「観照」されるものとなるときの（仮想的ではあるが）プラットフォームの出現が必要であることを考え
た宮坂直樹の提出作品は、博士号の取得にふさわしい作品として判定できる。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
宮坂直樹君は、彫刻や、建築やメディアアートを学ぶ中、作家や鑑賞者の知覚外にある美術作品の鑑賞に
ついての興味を広げてきた。そしてリサーチや制作を通し、様々な領域を横断した末に作った作品のために、
「観照」という言葉を選んだ。 
近代以降の美術でことさら語られるように、作者と観者の二項に着目し、デュシャンやラウシェンバーグ
の作品を引き合いに出し、説明した。さらにリレーショナルアートや、インタラクティブアートなどのよう
な参加型作品も観照の語の対象になり得ると提起する。それには、クリスチャン・ノルベルグ＝シュルツに
よる空間の分類を利用して説明している。 
次に、この論文の目的を基礎的な研究と定めながらも、実用の可能性を説明した。さらに、複数のメディ
ウム・スペシフィシティに関する論考から観照のあり方を洞察し、観照の組織の方法を捉え、観照を円滑に
転換する条件を提示した。 
「CV」と名付けた作品は、４本の巨大な支柱で四角錐に組まれ、上部から床面に垂直に投影する装置にな
っている。この名の由来はフランス語のCinema Verticalとのことだが、言葉の通り、鑑賞者は上から覗きこ
む構造になっている。その構造は映像を壁面から開放し、かつ上下関係さえも開放している。また、俯瞰を
促す見せ方もコンセプトの成立に大きく関与している。しかしながら論考と作品との関係が素直に接続でき
るように見えるには、いささか調整不足であると問題点は残る。 
論文ではあらゆる文献を読み込み得た多くのピースを、精密かつダイナミックに理論を組み上げた。それ
は新たな見解を示しており、高い評価を得た。作品もあらゆる映像作品のプラットフォームのあり方と大き
な可能性を示していている。これらはともに博士号と評価する。
